
（仮称）みんなの劇場の理念実現に向けた
ロジックモデルと指標案
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本資料の活用方法1

• 本資料は、みんなの劇場における事業内容の仮定に基づき、各事業のロジックモデル及
び指標（案）を示したものです。

• 各事業を通じた、みんなの劇場の理念達成をめざし、５つのステップで活用いただくこ
とを想定しています。

各事業における
活動内容
（アクティビ
ティ）の決定

ステップ１

アクティビティ～最
終アウトカムの論理
的なつながりを確認
（必要に応じて、ア
クティビティ、アウ
トプット、アウトカ
ムを見直し）

各事業における
活動内容

事業が最終的に
めざしているもの
（＝事業目標）

事業を通じて、
市民全体や市全体に

起こる変化

事業の直接の参加者
（または関係者）に

起こる変化
活動による結果

アクティビティ アウトプット 初期アウトカム 中間アウトカム 最終アウトカム

 本資料におけるロジックモデルの構造

指標を立てて測定する範囲

見直し後のアウト
プット、初期アウ
トカムに応じて指
標を見直し

指標について
データを収集・
分析

結果に基づいて、
ロジックモデル
及び指標を見直
し・改善

※ステップ1～5を繰り返すことで、事業をより
良いものへ発展させていく。

 本資料のロジックモデル及び指標（案）の活用方法

ステップ２ ステップ３ ステップ４ ステップ５
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全体像1

• みんなの劇場の基本理念・基本方針・事業は、ピラミッド構造でつながっている。

• 次章での各事業のロジックモデルは、それぞれの事業目標を最終アウトカムとしている。

基
本
理
念

基
本
方
針

心を癒し活力を養う
異なる価値観や
文化と出会い、
自分を再発見する

人・ことに興味を持
ち、対話を広げる

出会いからつながり
を、集いから交流を

創出する

好奇心を探求し、
楽しいをみつける

事
業

鑑賞事業 創造事業 育成事業 参加型事業 劇場外事業 貸館事業

事業目標

幅広い市民が感性
と感受性を育む

事業目標

市民やアーティスト
の創造力が高まり、
丸亀発の作品が活発
に発信される

事業目標

多様な才能を育み
豊かな才能を持っ
ている人材を引き

付ける

事業目標

自由な表現や価値
観の交換による対
話で、市民がつな

がる

事業目標

社会的弱者とのつ
ながり方を創造で
きる社会になり、
社会的弱者がエン
パワメントされる

事業目標

個人の趣味を超え
た市民の交流が促
進され、地域の文
化芸術活動が底上

げされる

みんなの劇場

豊かな人間性を育む 誰一人孤立させない 切れ目ない支えあい

１ ２ ３

１ ２ ３ ４ ５

各事業の目標が達成されると、基本方針が満たされる
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鑑賞事業のロジックモデル3-1

初期アウトカム 中間アウトカム

全ての世代が
鑑賞の機会を

得る

鑑賞事業の実施

• 幅広いジャンル

の作品の上演

• 鑑賞環境の工夫

（子供連れ、障

がい者に別に鑑

賞の機会を設け

る等）

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

上映ジャンル数

静かにしなくても
いい鑑賞機会の数

劇場に行き
づらい方が鑑賞
の機会を得る

幅広いジャンル
の文化芸術を
体験できる

事業の直接の参加者

（または関係者）に起

こる変化。

幅広い市民が
感性と感受性
を育む

舞台芸術の敷居
が下がる

劇場に行き
づらい人が
いなくなる

事業を通じて、

市民全体や市全体に

起こる変化。

事業が最終的に

めざしているもの

（＝事業目標）

初期アウトカムを創出するための

活動の内容と、その結果

主に、劇場の評価として測る範囲

無料又は低価格で
鑑賞できる
機会の数

✔

✔

✔ ✔

✔

✔

市民が新しい世
界に出会い、刺
激を受ける

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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鑑賞事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

上映ジャンル数 上映ジャンル数
劇場による
月間の集計

静かにしなくてもいい鑑賞
機会の数

該当プログラム
開催数

劇場による
月間の集計

無料又は低価格で鑑賞でき
る機会の数

該当プログラム数
開催数

劇場による
月間の集計

初期
アウト
カム

幅広いジャンルの文化芸術
を体験できる

本事業を通じて、来場者が体験す
る文化芸術の幅は広がっているか

来場者が未体験の分野数
参加者アンケート
（アンケート記載の分
野名を選択）

全ての世代が鑑賞の機会を
得る

本事業は、全ての世代に鑑賞の機
会を提供できているか

鑑賞者の世代分布
（市民の分布との比較）

参加者アンケート
（世代）

劇場に行きづらい方が鑑賞
の機会を得る

本事業は、これまで劇場に行きづ
らい人に鑑賞の機会を提供してい
るか

鑑賞者のうち、初来場の人
の割合

参加者アンケート

3-1
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主に、劇場の評価として測る範囲

創造事業のロジックモデル3-2

初期アウトカム 中間アウトカム

招聘アーティス
トが丸亀発の新
たな作品を創り
発表する

創造事業の実施

• 県外や海外から
のアーティスト
招聘、丸亀発の
作品の創造・発
信

• 市民とアーティ
ストの対話によ
る作品の創造・
発表

• 市民同士の対話
による作品の創
造・発表

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

招聘アーティスト
数

招聘アーティスト
による作品数、

発信数

市民とアーティス
トによる作品数、

発表回数

市民とアーティ
ストのつながり
が増える

芸術文化を介し
た市民同士のつ
ながりが増える

市民が作品の
制作過程を知る

市民が発表の
機会を得る

市民やアー
ティストの創
造力が高まり、
丸亀発の作品
が活発に発信
される

市民が創造・表
現する楽しさを

知る

市民の自己肯定
感や自信が高ま

る

市民が新しい
価値観に出会う

市民の批評的思
考力が養われる

アーティストの
表現の幅が
広がる

アーティストが
丸亀に愛着を持

つ

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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創造事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

招聘アーティスト数 招聘アーティスト数
劇場による
月間の集計

招聘アーティストによる作品
数、発信数

招聘アーティストによる作品数、発
信数

劇場による
月間の集計

市民とアーティストによる作
品数、発表回数

市民とアーティストによる作品数、
発表回数

劇場による
月間の集計

初期
アウト
カム

招聘アーティストが丸亀発の
新たな作品を創り発表する

本事業は、招聘アーティストの
創造・発信を促進しているか

招聘アーティストによる
・滞在期間中の創作作品数
・滞在期間中の発表回数

劇場による
月間の集計

市民とアーティストのつなが
りが増える

本事業は、市民とアーティスト
とのつながりを創っているか

滞在制作事業に参加した参加者数
劇場による
月間の集計

芸術文化を介した市民同士の
つながりが増える

本事業は、市民同士のつながり
を創っているか

創造事業を通じて新たに知り合った
市民の数

参加者アンケート

市民が作品の
制作過程を知る

本事業によって、作品の創作過
程を知る市民は増えているか

滞在制作事業に参加した参加者数
劇場による
月間の集計

市民が発表の機会を得る
本事業は、市民の発表の機会を
増やしているか

市民による発表回数
劇場による
月間の集計

市民が新しい
価値観に出会う

本事業は、市民の新しい価値観
との出会いを促進しているか

文化芸術を通じて新たな価値観に出
会ったと感じたかの五段階評価等

参加者アンケート

3-2
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主に、劇場の評価として測る範囲

育成事業のロジックモデル3-3

初期アウトカム 中間アウトカム

市内県内の若手
アーティストの
活躍の場が
増える

育成事業の実施

• 市内県内の若手
アーティストに
市民に近い活動
機会を提供

• 市内県内の若手
アーティストに
劇場での発表・
上演の機会を提
供

• 社会的意義が高
い若手アーティ
ストに劇場との
協働機会を提供

• アートマネー
ジャー（AM）、
アートワーカー
（AW）の育成

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

支援した市内県内
の若手アーティス

ト数

市内県内の若手
アーティストによ
る発表・上演数

AM、AW
育成プログラム数

多様な才能を
育み豊かな才
能を持ってい
る人材を引き
付ける

事業参加者が新
たな気づきを

得る

市内県内の若手
アーティストが
地域や街に愛着

を持つ

市内県内の若手
アーティストが丸
亀市を発信する

市民とアーティ
ストのつながり
が増える

地域と文化芸術を
つなぐAM、AWが

増える

若手アーティスト、
ＡＭ、ＡＷが成長

する

✔

✔

✔

✔

✔WS/アウトリーチ
の事業数

✔

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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育成事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

支援した市内県内の若手アー
ティスト数

支援した市内県内の若手アー
ティスト数

劇場による
月間の集計

市内県内の若手アーティスに
よる発表・上演数

市内県内の若手アーティスによ
る発表・上演数

劇場による
月間の集計

WS/アウトリーチの事業数 WS/アウトリーチの事業数
劇場による
月間の集計

AM、AW
育成プログラム数

AM、AW
育成プログラム数

劇場による
月間の集計

初期
アウト
カム

市内県内の若手アーティスト
の活躍の場が増える

本事業は、若手アーティストの活
躍の場を増やしているか

市内県内の若手アーティストの
活動回数

劇場による調査

事業参加者が新たな気づきを
得る

本事業は、参加者に新たな気づき
を与えているか

事業参加者が得た気づきの内容
（インタビューや記述式アン
ケート等の定性情報）

参加者アンケート
（記述式）

市民とアーティストのつなが
りが増える

本事業は、市民とアーティストと
のつながりを創っているか

WS/アウトリーチの事業の参加
者数

劇場による
月間の集計

3-3
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主に、劇場の評価として測る範囲

参加型事業のロジックモデル3-4

初期アウトカム 中間アウトカム

参加型事業の実施

• 年齢や性別、社
会的な地位、障
害の有無、国籍
の違いに関わら
ず参加できる演
劇、ダンス、音
楽等の機会提供

• ニーズや対象に
応じた事業実施

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

プログラム数

個別のニーズに
対応した

プログラムの割合

参加者が新たな
考え方や価値観を

獲得する
自由な表現や価値
観の交換による対
話で、市民がつな

がる

プログラムを通じ
て多様性と寛容性
を体感する

参加者のセグメン
トを問わない

プログラムの割合

参加者が
楽しいと感じる

市民が、お互いに
違いを認める

アーティストが参
加者との関りを通
して新しい表現を

生み出す

市民が、日常を疑
い変えることを面
白がるようになる

市民が、互いに共
有できる部分を見

つけ出す

参加者同士の
新しいつながりが

増える

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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参加型事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

プログラム数
（参加型事業の）プロ
グラム数

劇場による
月間の集計

参加者のセグメントを問わな
いプログラム数

（全プログラム数のう
ち）参加者のセグメン
トを問わないものの数

劇場による
月間の集計

個別のニーズに対応したプロ
グラム数

（全プログラム数のう
ち）個別のニーズに対
応したものの数

劇場による
月間の集計

初期
アウト
カム

プログラムを通じて多様性と
寛容性を体感する

参加型事業により、参加者が多様
性や寛容性を感じたか

参加者が多様性や寛容
性を得たかの五段階評
価等

参加者アンケート

参加者が新たな
考え方や価値観を獲得する

参加型事業により、参加者が新た
な考え方や価値観を得たか

参加者が新たな考え方
や価値観を得たかの五
段階評価等

参加者アンケート

参加者が
楽しいと感じる

参加型事業の参加者が楽しいと感
じたか

参加者が楽しいと感じ
たかの五段階評価等

参加者アンケート

参加者同士の新しいつながり
が増える

参加型事業の参加者同士に、新し
い交流、つながりが生まれたか

参加者の交流の有無 劇場による調査

3-4

15



主に、劇場の評価として測る範囲

劇場外事業のロジックモデル3-5

初期アウトカム 中間アウトカム

劇場に普段来てい
ない市民が文化芸
術に触れられる劇場外事業の実施

• 学校やコミュニ
ティセンター等、
既存の公共施設
等を利用した文
化芸術活動

• 高齢者福祉施設
や障害者支援施
設へ出向き文化
芸術に触れる機
会を提供

• 様々な課題や
ニーズに対して
アプローチ

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

劇場外で行った文
化芸術活動の数

社会課題を対象に
した文化芸術活動

の数

劇場に普段来てい
ない人が表現の機

会を得る
社会的弱者とのつ
ながり方を創造で
きる社会になり、
社会的弱者がエン
パワメントされる

普段出会わない人
同士のつながりが

生まれる

障害や認知症等社
会的弱者への理解

が広がる

アーティストが参
加者との関りを通
して新しい表現を

生み出す

障害や認知症等社
会的弱者を対象と
した活動の割合

✔

✔

✔

✔

✔

市民が新しい世
界に出会い、刺
激を受ける

参加者が
新しい楽しみを

知る

✔

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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劇場外事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

劇場外で行った文化芸術活動の
数

劇場外の活動数
劇場による
月間の集計

障害や認知症等社会的弱者を対
象とした活動数

（全活動数のうち）社会的弱
者を対象としたものの数

劇場による
月間の集計

社会課題を対象にした文化芸術
活動数

（全活動数のうち）社会課題
を対象にした活動の数

劇場による
月間の集計

初期
アウト
カム

劇場に普段来ていない市民が文
化芸術に触れられる

劇場外事業は、劇場に普段来て
いない人にアプローチできてい
るか

劇場外事業の参加者のうち、
劇場に来たことのない人の数

参加者アンケート

劇場に普段来ていない人が表現
の機会を得る

劇場外事業で参加者が表現の機
会を得たか

参加者が表現する機会のある
劇場外活動の数

劇場による
月間の集計

参加者が新しい楽しみを知る
事業参加者は、文化芸術に新た
な楽しみを見出したか

参加者が新たな楽しみを見出
したかの五段階評価等

参加者アンケート

3-5
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主に、劇場の評価として測る範囲

貸館事業のロジックモデル3-6

初期アウトカム 中間アウトカム

地域の文化芸術活
動者の活動の幅が

広がる貸館事業の実施

• 文化芸術活動を
行うために必要
な施設や空間を
整える

• 事業政策に精通
したスタッフが
催しにおいてア
ドバイスをする

• 様々な活動に劇
場を貸す

最終アウトカムアクティビティ アウトプット

市民が劇場を利活
用した回数

異なる目的で集う
人の間で交流が生

まれる

個人の趣味を超え
た市民の交流が促
進され、地域の文
化芸術活動が底上
げされる

異分野の
コラボレーション
が生まれる

若者が文化芸術に
興味を持つ

文化芸術活動の
分野数

自発的な文化芸術
活動が生まれる

市民が初めて劇場
を利活用した数

✔

✔

✔

✔

✔

交流促進のための
活動数

✔

✔：測定するアウトカム（指標案は次ページ）
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貸館事業の指標案

項目 知りたいこと 指標 データ取得方法

アウト
プット

市民が劇場を利活用した回数 市民による劇場の利用回数 劇場による月間の集計

劇場を初めて利活用した数
市民による劇場の利用回数
のうち、初利用の回数

劇場による月間の集計
（申請書等で把握）

文化芸術活動の分野数
文化芸術活動の分野数の分
散

劇場による月間の集計
（申請書等で把握）

交流促進のための活動数 交流促進のための活動数 劇場による月間の集計

初期
アウト
カム

地域の文化芸術活動者の活動
の幅が広がる

地域における文化芸術活動
の、活動数や活動分野数が
増えたか

地域における文化芸術活動
数および活動分野数

市民調査又は
劇場による調査

異なる目的で集う人の間で交
流が生まれる

劇場の利活用により、市民
同士の新たな交流が生まれ
たか

異なる利用団体・市民間で
の交流の有無

劇場による利活用後の
調査

3-6
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